
電子ブックに関するアンケート　調査結果（報告）

調査期間： 平成29年10月1日～平成30年1月31日
調査方法： Webにおける回答
調査内容： 別紙のとおり

１．回答数

回答者数 52

２．今後電子ブックを積極的に利用したいと思いますか。
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家や実習先など学外からもアクセス可能なため

夜間や日曜日など図書館の閉館時も利用できるため

複数人が同時にアクセスすることが可能なため

紙の資料よりも使い勝手がよいため

その他：研究活動や授業準備の効率が格段にあが…

電子ブックを積極的に活用したい理由
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紙と比べて読みにくいため

利用方法がよく分からないため

ネットワーク環境が整わない場所で利用できないため

利用の手順が面倒なため

電子ブックを活用したくない理由
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 ４. 電子ブックは、図書の本文全体を検索することができます。
学修や研究において、この機能を有効に活用することができると思いますか。

 ５. メディカルオンラインイーブックスライブラリーは、「個別タイトルの契約」と「パッケージ契約」
があります。今回のトライアルは「パッケージ契約」の対象図書がすべて含まれています。
「パッケージ契約」は多くの図書を一度に契約できる一方で、不要な図書が含まれている
可能性もあります。
大学やキャンパスの予算で購入していることを踏まえて、パッケージ契約と個別タイトル
契約のどちらを選択すべきか、あなたの考えをお聞かせください。

 ６. 今回はトライアルのため、1月末で利用が終了しますが、今後も継続して利用したい
電子ブックがありましたら、具体的なタイトルを挙げてください。　　
例）「精神看護学」（出版者：ピラールプレス）

『病気が見える』シリーズ、メディックメディア

「看護関係統計資料集」日本看護協会出版会

「母性衛生」日本母性衛生学会（雑誌）

「母性衛生」日本母性衛生学会（雑誌）

　　　メディカルオンラインで閲覧可能です。ご利用ください。
　　http://mol.medicalonline.jp/library/archive/select?jo=cu2mater&UserID=202.243.221.22

　「病気がみえる」1-10巻電子版セット　メディックメディア
　　メディックメディアに確認したところ、この商品は個人向けのみを想定しており、図書館や法人向け
　　の商品は販売していないということでした。

　　平成19年から27年まで、Maruzen eBooks Libraryで閲覧可能です。ご意見を踏まえ、今後の購入も
　　検討いたします。

　　医学書院に確認したところ、この2タイトルは医学書院の「メディカルファインダー」という電子ジャー
　　ナルのパッケージに含まれており、個別タイトルごとに契約することはできないということでした。
　　契約するには、パッケージに含まれる他のタイトルの必要性や、パッケージ契約の費用を捻出する
　　ために購読中止とする雑誌等を検討する必要があります。
　　雑誌や電子ジャーナルの購入については、1年ごとに図書ワーキンググループにて検討しておりま
　　す。ご希望の場合は、改めて先生方を通じて図書ワーキンググループにご意見いただけますよう、
　　お願いいたします。
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複数冊の図書の本文を横断的に検索することで、必要

な情報を効率的に得ることができる

1冊の図書の中で、必要な箇所をすばやく確認できる

タイトルや著者名では確認できなかった情報を得ること

ができる

電子ブックの本文検索機能が学修や研究に有用な理由
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